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（1）  a.  机の上に 3枚の古い写真があります。
   b.  橋の下に，小さな地蔵がある。（殊能将之著『美濃牛』，2000）
   c.  もしその物質が本当にあったとしたら，科学の常識が覆ることになる。
これらの例に共通する意味特徴を踏まえ，意味 1を以下のように記述することができる。

















ける「場所存在文」（「机の上にバナナがある」のように場所 Yと存在物 Xに相当する 2つの名
詞（句）を必要とする [Yに Xがある ]という構文が用いられ，実際の空間における存在物の位
置づけを問題とし，文全体が焦点化されるような文），「所在文」（「マグカップは棚にある」のよ





12 「構文」の「変異形」とは，例えば [Xがある ]を基本とした場合の，[Xはある ]，[Xもある ]等，基本的
な構文におけるある助詞を異なる助詞に変えた形式，あるいは，基本構文に何らかの付加詞を加えた形式を
指す。














（2）  a.  我が社の新社屋は名古屋市にある。
   b.  大間崎は本州最北端にある岬です。
   c.  羽咋市は石川県にあります。
これらの例に共通する意味特徴を踏まえ，意味 2を以下のように記述することができる。
































（3）  a.  佐藤氏は長年，社長の職にある。
   b.   皆さんはこれまで教育を受ける立場にあったわけですが，教師を目指す以上，教育を
行う立場に立ってものを考える機会を増やしてください。
   c.  彼は聖職者という立場にありながら，これまで数々の問題を起こしてきた。
これらの例に共通する意味特徴を踏まえ，意味 3を以下のように記述することができる。
　　意味 3：〈ある人が，（肩書，役割，環境等に関する）何らかの立場に位置づけられる〉
　意味 3は通常，[Xは（が）Yにある ]という構文（及びその変異形）で用いられ，Xが Yと













15 意味 2は [Yに Xがある ]という構文でも用いられるが，意味 3では通常，この構文は用いられにくい。









（4）  a.  ここ最近の積み重なったストレスのせいで，兄は発狂寸前の精神状態にある。
   b.  どのような逆境にあっても，決して諦めないでください。

















（5）  a.  住宅火災は，年々増加の傾向にあります。（広報「町から町へ」，2008，奈良県）
   b.  私の村は，ゲリラ組織の支配下にある。
   c.  インフルエンザの患者数は増加傾向にあり，各自治体も対策に苦慮している。
これらの例に共通する意味特徴を踏まえ，意味 5を以下のように記述できる。
　　意味 5：〈ある物事，場所，ものが，何らかの状況に置かれている〉













（6）  a.  この問題に異論のある人もあるようだ。
   b.  むかし，むかし，おじいさんとおばあさんがありました。




































（7）  a.  鈴木社長が世にあった頃は，わが社も安泰だった。
   b.   清盛が亡くなった当時，関屋もそれを聞き知ったにちがいないのに，それから三年も
たったいま，まだこの世に在る人のように噂するのである。
 （安西篤子著『義経の母』，1989）























（8）  a.  父はかつて，体重が約 90キロありました。
   b.  さらに新京から鞍山までは四〇〇キロもあるのだ。
 （上家富靖著『一番大きなお星さん』，2001）














　このことに関連して，意味 8は通常，[Xは（が）Yある ]という構文（及びその変異形）や [Z





られる。また [Z（に）は Xが Yある ]構文に関しては，（8a）のように Zが文のトピックとな
る生物や無生物であり，Xが「身長」，「体重」，「距離」等の名詞であるケース，また「キリンは
首が約 2.5メートルもある。」のように Zが文のトピックとなる生物や無生物であり，Xが Zの
構成要素（部分）であるケースがみられる。また，意味 8におけるこれらの用法はいずれも，大










ンゴは 2つあったはずだ。」のように [Xは Yある ]という構文で用いられる場合は数量（属性）
が特に焦点化されているため意味 8の事例である。しかし，同一の真理条件的意味においてパラ





（9）  a.  休憩時間は 30分ほどあるそうだ。
   b.  我が社は，研修期間が 1週間あります。






　まず共通点の 1つ目として，意味 8と意味 9はいずれも，「ある」が何らかの数量を表すとい
う点が挙げられる。意味 9では，（9a）の「30分」，（9b）の「1週間」，（9c）の「2か月」等，
時間や期間を表す数量詞が用いられる。2つ目に，数量詞の形式的な特徴に関する共通点が挙げ




れる。意味 9では意味 8と同様，通常，（9a）のように [Xは（が）Yある ]という構文（及びそ
の変異形）や，（9b）のように [Zは Xが Yある ]という構文（及びその変異形）で用いられる。
4つ目に，存在表現における位置づけに関する共通点が挙げられる。意味 9も意味 8と同様，大
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西（2012: 219–221）における「属性所有文」の一事例であると考えられる。

















（10）  a.  山口さんは多くの財産がある。
   b.  あの国には極めて多様な軍事機器があり，それらは諸外国に輸出されているようだ。



















　さて，意味 10は通常，（10a）のような [Yは Xがある ]という構文，（10b）のような [Yには

















（11）  a.  どう考えても，非は先方にある。
   b.   それは姑と嫁の宿業だけではなく，おそらく周囲の者たちにも責任があったかもしれ
ない。 （有吉佐和子著『華岡青洲の妻』，2004）
   c.   このプロジェクトにおける決定権は君にあったのだから，今回のミスの責任を取りな
さい。
これらの例に共通する意味特徴を踏まえ，意味 11を以下のように記述できる。
　　意味 11： 〈ある 1人，もしくは複数の人が有していると位置づけられるある状態，権利，役
割が存在する〉
　意味 11では通常，（11a）や（11c）のような [Xは（が）Yにある ]という構文，あるいは（11b）
のような [Yに Xがある ]という構文（及びこれらの変異形）が用いられる。そして，Xは（11a）
の「非」，（11b）の「責任」，（11c）の「決定権」，その他「原因」，「選択権」，「親権」等，〈ある状態，
権利，役割〉を表す名詞（句）が用いられる。また，Yは〈ある人〉を表す名詞（句）が用いら
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れる。「ある」が基本形で用いられる場合，Yが Xを現時点（発話時）で有していることを示す。
この，〈Yが Xを有している〉という意味特徴が「ある」の意味のベースの一部であるという点


















（12）  a.  大野氏には深い知識と教養がある。
   b.   善珠禅師は，あごの右に大きなほくろがあった。
 （神山重彦著『3日で読む世界文学 1000人の物語』，2005）




　意味 12は通常，（12b）のような [Yは Xがある ]という構文，（12a, c）のような [Yには Xがある ]
という構文，及び「あの魚に鋭い歯がある」のような [Yに Xがある ]という構文（及びこれら
の構文の変異形）で用いられ，Xは Yが有する存在物であるという点で，意味 10と共通してい
る。但し，意味 10では Yが〈所有者（人）〉を表す名詞（句）であるのに対し，意味 12では（12a, 
b）のように〈生物（人やその他の動物）〉であるケース，（12c）のように〈植物〉であるケース，
「あのマグカップには大きな持ち手がある。」のように〈具体物〉であるケースがある。また，意
味 10では Xが，Y（所有者）が意志的に有する具体物であるのに対し，意味 12では Y（所有者）






















（13）  a.  兄は最近，たくさんの仕事があるようだ。
   b.  私には私なりの考えがあるのよ。（安田均原案；三田誠著『虎は歪める』，2001）
   c.  私は，昨日からずっと肩の痛みがある。
これらの例に共通する意味特徴を踏まえ，意味 13を以下のように記述できる。
　　意味 13：〈ある人が有する，何らかの事柄が存在する〉
　意味 13は通常，（13a, c）のような [Yは Xがある ]という構文，（13b）のような [Yには Xが
ある ]という構文，あるいは「私にいい考えがある。」のような [Yに Xがある ]という構文（及
びこれらの構文の変異形）で用いられ，Y（人）が Xを有するということを示す点で，意味 10














（14）  a.  この地には，多くの伝説や言い伝えがある。
   b.  トラブルを避けるための良い方法があったら知りたいものです。





で共通している。また，意味 14において通常用いられる構文も，意味 1と同様，（14b, c）のよ
うな [Xがある ]構文，（14a）のような [Yに（は）Xがある ]構文，[Xは（が）Yにある ]構文（及






事例であると位置づけられる 17。さらに，意味 14は意味 1と同様，「ある」を基本形で用いる場合，
現時点（発話時）における〈存在〉を示す。






16  [Xは（が）Yにある ]構文の事例として，例えば丹羽（2015a: 3）において「抽象場所型」の所在文の具
体例として挙げられている「その創造性や高品質は日本の長い漫画史の蓄積の上にある。」という実例がある。
17 いずれも，本稿筆者による作例である。
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したがって，意味 14は意味 1からメタファーによって拡張していると位置づけることができる。








（15）  a.   5月 25日に，この村でお祭りがある。
   b.   もし来月の木曜日にも会議があれば，一緒に食事に行く日をまた延期しなければなら
ないのですが……。































（16）  a.  父は富士山に登ったことがある。
   b.  私はタイへ行ったことはあっても，ミャンマーへ行ったことはない。




に対し，意味 16では用法上の制約が複数ある。すなわち，意味 16は通常，[Yは Xことがある ]
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（17）  a.  この PCは，ここ最近，フリーズすることがある。
   b.   かつては，この部屋から富士山が見えることがあったが，高層ビルが増えて，今では
全く見えなくなってしまった。




























（18）  a.  姉からの手紙に，「来年，ドイツへ旅行に行く」とあった。
   b.   メモには，夕飯の前には帰宅するとあるが，兄は本当にそれまでに帰宅するのだろう
か。
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（19）  a.  お盆とあって，新幹線も満席だ。
   b.  ヨゼフさんは，20年も日本に住んでいるだけあって，とても流暢に日本語を話します。





　意味 19では，（19a）のような [Xとあって Z]，（19b）のような [Xだけあって Z]，（19c）の
ような [Xだけのことはある ]，その他 [Xだけある ]，[Xこともある ]といった，複文レベルの
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   b.  我が社が収益を上げられるかどうかのポイントは，顧客満足度にあるのかもしれない。




















































































22 伊藤（2015）は，「ある」を用いた，モノの存在を表す [N1（所在地）ニ N2（存在物）ガアル ]構文，所
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The Polysemic Structure of a Verb in Modern Japanese: The Case of aru
NODA Hiroshi
Tohoku Gakuin University / Project Collaborator, NINJAL
Abstract
This study aims to analyze comprehensively and systematically the polysemic structure of the verb 
aru in modern Japanese, based on cognitive linguistics. First, the significance of the study, which 
focuses on the lexical meaning of the verb aru (exist), is outlined. Second, the problems observed 
in the descriptions of aru in current Japanese dictionaries are highlighted. These problems are 
observed as primarily pertaining to the classification of the verb’s meanings and its selection of 
metalanguages. Third, this study provides 20 different meanings of the verb aru. Moreover, it 
clarifies the process of semantic extension of these meanings using metaphor, synecdoche, and 
metonymy. Finally, this study suggests that combinations of these 20 meanings form a polysemic 
network in which these meanings are treated as nodes. 
Key words: aru, existence, polysemic structure, semantic extension, polysemic network
